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授業計画
1 子どもの実態に応じた発達や学びの把握
2 相談支援の基本
3 こどもを理解する視点①
4 こどもを理解する視点②
5 こどもを理解する方法①
6 こどもを理解する方法②
7 こどもを理解する方法③
8 こどもの自己理解を進める技法
9 幼児・子ども理解とカウンセリング・マインド

10 幼稚園・保育園における園児への心理的援助
11 小学校における児童への心理的援助および
その保護者との相談支援

12 相談支援の実際①
13 相談支援の実際②
14 相談支援と家庭・学校・地域との連携と相談支援
15  相談支援の課題と対応



第12章
相談支援の実際①

3



4

第12章のポイント

l 特殊教育から特別支援教育へ
l 発達障害
l その他諸事項
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第1節 特殊教育から特別支援教育へ

障害者
身体障害者福祉法（1949）
知的障害者福祉法（1960）
精神保健福祉法（1950）
発達障害者支援法（2004）

障害者自立支援法（2006）
→ 障害種別ごとに異なるサービスを一元化
障害者が自立した生活を営むための支援

障害児 児童福祉法（1947）
障害者は「保護」すべき
→措置制度

障害者が「自立」のためにサービスを選ぶ→契約制度

終生保護のための
国立コロニー「のぞみの園」
（1968）
国際障害者年（1981）
ノーマライゼーション施設解体→地域移行

浅野宮城県知事（2004）



障害児・者に関する法律

障害者総合支援法（2013）

「自立」を柱とした障害者自立支援法の一部改正

→ 基本的人権を享有する個人としての尊厳
→ 障害の有無によって分け隔たれることなく

共生する社会
→ 生活についての選択の機会
→ 「社会的障壁」の除去

「社会的障壁」：日常生活又は社会生活を営む上で障壁となるような
社会における事物，制度，慣行，観念その他一切のもの（発達障害
者基本法 第二条） 6



高次脳機能の習得障害 / 非進行性 /

発達期に生じる / 対応を必要とする問題がある

第2節 発達障害
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「発達障害」
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発達障害者基本法（2005年施行・2016年改正）

第二条 この法律において「発達障害」とは，自閉症，アスペルガー症

候群その他の広汎性発達障害，学習障害，注意欠陥多動症障害その

他これに類する脳機能の障害であってその症状が通常低年齢におい

て発現するものとして政令で定めるものをいう。

2 この法律において「発達障害者」とは，発達障害があるものであっ
て発達障害及び社会的障壁により日常生活又は社会生活に制限を受

けるものをいい，「発達障害児」とは，発達障害者のうち十八歳未満の

ものをいう。

3 この法律において「社会的障壁」とは，発達障害がある者にとって
日常生活又は社会生活を営む上で障壁となるような社会における事

物，制度，慣行，観念その他一切のものをいう。



発達障害の分類

l 自閉スペクトラム症（ASD）
l 注意欠如・多動症（ADHD）
l 限定性学習症（LD）
l 発達性協調運動症（DCD）

第二条 この法律において「発達障害」とは，自閉症，アスペルガー症

候群その他の広汎性発達障害，学習障害，注意欠陥多動症障害その

他これに類する脳機能の障害であってその症状が通常低年齢におい

て発現するものとして政令で定めるものをいう。



l 自閉スペクトラム症（ASD）
社会コミュニケーション

限定された反復行動

l 注意欠如・多動症（ADHD）
不注意（気がそれる，集中が続かない）

多動性・衝動性（落ち着かない，見通が立たない

l 限定性学習症（LD）
聞く，話す，読む，書く，計算する，推論するのう

ち特定のものの習得・使用に著しい困難

l 発達性協調運動症（DCD）
目と手の協応，姿勢制御・保持に困難，不器用

（お手玉，自転車，着衣などの身辺処理など）



発達障害児・者への支援

発達障害者基本法（2005年施行・2016年改正）
4 この法律において「発達支援」とは，発達障害者に対し，その心理
機能の適性な発達を支援し，及び円滑な社会生活を促進するために

行う個々の発達障害者の特性に対応した医療的，福祉的及び教育的

援助をいう。

「二次障害」

失敗経験 → 叱責 → 自己効力感の低下
⇒ 不適応・反社会性

「治す・直す」のではなく，「特性を理解」し，

「環境調整」を行うことが基本



発達障害（年代別①）

乳幼児期

典型的な発達からの“遅れ”が気になる場合

“発達障害の行動特徴”に似た行動を示す場合

児童期

親が代わりにやってあげられない時期

二次的障害（劣等感）→「報われる努力」の実感
思春期

幼児期・児童期に発見されないまま至る場合

→ 精神科の受診をする場合も
コミュニケーションの問題（仲間関係）



発達障害（年代別②）

青年期

アイデンティティ（自分は何者か）の確立

→否定的な自己像
自分の力に気づき，肯定感を持つことが大切

成人期

職場内での不適応

→ 個人の課題の遂行は，本人なりの「ルール」
→ 部署の中で臨機応変に進めることが不得手

発達障害による「生きづらさ」は変容していく
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診断基準にない特性をどの子どもももっている可能

性が高い（すべての特性を持っているとは限らない）

a. 感情や力，動きのコントロールの困難
b. 刺激・情報の量の影響を強く受ける
c. 認知のアンバランス
d. 姿勢の保持が苦手
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第3節 その他諸事項

n 統合保育
＝ 「健常児」の中に「障害児」が入るという考え方

n インクルーシブ保育
＝ 「そもそも子どもは皆違う」

→ 個性を尊重し，違いを認め合い，その中で「和」
を探る
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第1節 特殊教育から特別支援教育へ

障害者
身体障害者福祉法（1949）
知的障害者福祉法（1960）
精神保健福祉法（1950）
発達障害者支援法（2004）

障害者自立支援法（2006）
→ 障害種別ごとに異なるサービスを一元化
障害者が自立した生活を営むための支援

障害児 児童福祉法（1947）
障害者は「保護」すべき
→措置制度

障害者が「自立」のためにサービスを選ぶ→契約制度

終生保護のための
国立コロニー「のぞみの園」
（1968）
国際障害者年（1981）
ノーマライゼーション施設解体→地域移行

浅野宮城県知事（2004）
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障害児・者を取り巻く環境の変遷

「保護」すべきもの（措置）
↓

「自立」を支援する（契約）
障害者自立支援法

↓
障害の有無に関係なく

「あたりまえ」の生活を保障する
障害者総合支援法



「気になる」子どもが固定的に存在しているわけではない

→ どの子どもも「気になる」子になりうる可能性がある
18

• 不注意・多動
他のことが気になって保育者の話を最後まで聞けない / 「待って

て」などの指示に従えない / 周りの子どもにつられて騒いでしまう / 話
している途中で別の話題に移ってしまう

• コミュニケーションの困難さ
楽しみ、興味を他人と共有しない / 話し言葉によるコミュニケーショ

ンが難しい / 集団で移動する時、ついてこない / 体の動きがぎこ ち
ない

• 対人的トラブル
他児の行為に対して怒る / 自分が行った行動を認めようとせず、

言い訳をする / 日によって調子の良い時と悪い時の波が大きい

「気になる」子
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保護者が抱えている問題
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保護者が抱えている問題

大事なのは，「診断名」ではない！

保育の中での子どもの支援は

「障害」への支援ではなく，子どもの生活の支援

＝これから伸びようとする子どもの力の後押し

支援は「子どもが保育の中で困っている」ことを

保育者がキャッチした時から始められるべき

a. 子どもの行動には，必ず理由・意味がある
b. 園で行う行動には，必ず園に原因・誘因がある
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園内外の連携

子ども

担任
保育者

加配の
保育者

特別支援コーディネータ

他
保育者

主任
園（所）長

保育所

児童発達支
援センター

医療機関

児童発達支援
事業所

外部機関

保護者

巡回相談員
（専門家）



第13章
相談支援の実際②
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第13章のポイント

l 不登校・不登園
l いじめ
l 児童虐待
l 非行と小中学生のアセスメント



「学校恐怖症」（1950年代後半〜）
↓

「登校拒否」（1970年代〜）
↓

「不登校」（1990年代〜）
※特別な子どもの問題ではなく、どの子にも起こりうる

第1節 不登校・不登園

最終目標は「社会的自立」（「登校させること」ではない）
l 本人へのアプローチ
l 学校・社会へのアプローチ



第2節 いじめ

「いじめ」とは、児童等に対して、当該自動等が在籍する学校に在
籍している等当該児童等と一定の人間関係にある他の児童等が行
う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行
われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった児童等が
心身等の苦痛を感じているものをいう。

児童等とは、学校に在籍する児童又は生徒をいう

25

いじめ対策推進法（2013)

l 「心理的又は物理的な影響を与える行為」とは？
l 「いじめの解消」とは？



第3節 児童虐待

26

・保護者がその監護する児童に対して行う行為に限られる。

（・何人も、児童に対し、虐待をしてはならない。）

・児童虐待は「身体的虐待」、「性的虐待」、「ネグレクト」、「心理的
虐待」の4種類に分けられる。

児童虐待防止法（2000)

https://www.mhlw.go.jp/content/000824359.pdf

厚生労働省(2021)

令和2年度 児童相談所での児童虐待相談対応件数（速報値）

https://www.mhlw.go.jp/content/000824359.pdf
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第4節 非行と小中学生のアセスメント

l「非行」とは？

l「非行」は増えている？減っている？
→ 何が増えている？何が減っている？

30



第14章
相談支援と家庭・学校・地域
との連携と相談支援（幼・小
の連携、親との連携）

31
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第14章のポイント

l 家庭の様子
l 保育所保育指針解説
l 相談支援の必要性
l 保育者による保育相談
l 保護者への相談支援
l 子育て困難をかかえた保護者への支援
l 小学校との連携
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第1節 家庭の様子

l 「子育て家庭」に関する現状と課題
何が「問題」となっているのか

「現状」の中で、どうすればよいのか

→「現状」の中で、「自分にできること」から考える
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第2節 保育所保育指針解説

l 「努力義務」を考える
「何」を「どこまで」やればよいのか…
→「努力」と「期待」の範囲と限界の問題
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第3節 相談支援の必要性

l 相談支援に関する「保育者の専門性」を考える
① 知識（発達、支援・援助）

② 知識（社会的資源）

③ コミュニケーション力・連携（対人）

④ コミュニケーション力・連携（対組織）

⑤ 情報収集・把握力（子ども・家庭・社会）

⑥ 発信力（子ども・保護者の代弁者として

l 「子どもを取り巻く環境の多様化」
何が「多様化」しているのか、昔は「多様」でなかったのか
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第4節 保育者による保育相談

l リフレーミング
例：「泣き続ける」をポジティブに捉えてみる
→ すべてを「ポジティブ」に捉えてよいのか？

l 「困っている」のは「誰」か
l その「困りごと」は「必要なこと」なのか、「解消す
べきこと」なのか
→ 解消すべき場合には「誰」が「解消」するの
か・できるのか
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第5節 保護者への相談支援

l 保護者の受容
l 自己決定の尊重
l 関係機関との連携・協働
l 個人情報の取扱（守秘義務）



l 保護者の障害受容
「障害受容の段階的モデル」
社会における「障害」に対するスティグマ

l 障害のある子どもの育児の困難
知的障害？ 発達障害？ しつけ・性格？
気がついていない？気が付かないふり？

l 保護者支援
保護者の気持ちに「寄り添う」とは？
想像力・視点の切り替え
保護者が園に求めていることは？

38

第6節 子育て困難を抱えた保護者への
相談支援
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第7節 小学校との連携
l1990年代後半から議論（小1プロブレム）
学級崩壊：思春期の反発による学級機能不全
小1プロブレム：社会性の未成熟に原因

第2章 4 保育の実施に関して留意すべき事項
(2) 小学校との連携
ア 保育所においては，保育所保育が，小学校以降の生活や学習の基
盤の育成につながることに配慮し，幼児期にふさわしい生活を通じて，創
造的な思考や主体的な生活態度などの基礎を培うようにすること。
イ 保育所ほいくにおいて育まれた資質・能力を踏まえ，小学校教育が
円滑に行われるよう，小学校教師との意見交換や合同の研究の機会な
どを設け，第1章の4の(2)に示す「幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿」を共有するなど連携を図り，保育所保育と小学校教育との円滑な接
続を図るよう努めること。
ウ 子どもに関する情報共有に関して，保育所に入所している子どもの
就学に際し，市町村の支援のもとに，子どもの育ちを支えるための資料
が保育所から小学校へ送付されるようにすること。
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乳幼児期と児童期の教育の比較
幼児期の教育 小学校の教育

・環境を通して行う
・遊びを通した総合的な学び
・興味や関心にそった活動の展開
・直接的・具体的経験を通した
学び
・一人ひとりに応じた教育や保育
・話し言葉（先生や友だちとの言
葉のやり取り）を通して考える
・個人内評価

・学級集団での学び
・教科を通した学び
・時間割に基づいて45分を1単位と
した学習と生活
・教科書や地域の学習教材を活用
して学ぶ
・書き言葉（読む、書く）を通して考
える
・目標に準拠した観点に基づく絶
対評価
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• 育ち（発達）の連続性

• 育ち（発達）の流れの理解
１．相互
理解

• カリキュラムの接続

• 小学校生活への適応
スタートカリキュラム・アプローチカリキュラム

２．保育内
容の工夫

（保）生きる力の基
礎、５領域、生活と
遊び

（小）生きる力の習
得、時間割、教科

基本的生活習慣
の習得・規範意
識の芽生え、話
を聞く姿勢、小学
校見学

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿
（10の姿）



第15章
相談支援の課題と対応
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第15章のポイント

l 校内及び「関係機関」との連携
l 教育相談における校内支援体制
l 相談支援計画の作成
l 支援の目標
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第1節 校内及び「関係機関」との連携

l 「二重丸」の禁止
→ 「丸抱え」・「丸投げ」の禁止
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第2節 教育相談における校内支援体制

l 「子どもが抱える問題」の「複雑化」と「深刻化」
→ 「変化」したのは、「何か」
（“悪くなった結果”なのか、“良くなった結果”なのか）



46

第3節 相談支援計画の作成
第4節 支援の目標

子どもへの支援
クラス集団への

支援

物的環境の

調整

保育体制の

整備

保護者への

支援

支援の５つの柱

支援の実施
→行動の変化
を目指していく
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知的発達に遅れのあるI児（４歳児、男児、担任１名）

生活場面における様子

Ø 保育者の話をぼんやりと聞いている。話の途中でわからなくなる
と保育者に聞いてくるため、個別の声がけをしている

Ø 聞きに来る回数、個別に援助する回数が増加。クラスの活動時
間が長くなってきた

Ø 活動前から自信なく「できない」「わからない」と言うことが増加

Ø 自由遊びでは、3歳児クラスの子どもに混じって鬼ごっこ

Ø 落ち着きのないクラスだが、文字や数に対する関心が高い（意
欲的）。Ｉ児への個別の援助が増えると集団が落ち着かなくなる

Ø Ｉ児とよくトラブルを起こす子どもはいない。他児はすすんでＩ児を
助けている
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支援目標の設定

本人：知的発達の遅れ→わからない→自信がない→意欲が低下

他児：文字や数字への関心の高まり→理解できることが増える

→ Ｉ児の知的発達を促すことで自信をもてるようにする
→ クラス集団が集中して活動に取り組めるようにする

中・長期的目標

Ａ できること、わかることが増え、自信をもって取り組めるようになる
Ｂ 集団活動で保育者に頼らずに活動に取り組めるようになる
Ｃ 同年齢の子どもと遊べるようになる

短期的目標

ａ 言葉、概念、数に関して理解できていることが増える
ｂ 活動内容を理解し独力で参加できる活動が増える
ｃ 同年齢の子どもと楽しみを共有できるようになる
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保育の展開例

① Ｉ児に対する支援

ａ 言葉、概念、数に関して理解できていることが増える
・ ひも通し（様々なバリエーション）
・ ２つのものの比較（「多い・少ない」「長い・短い」「高い・低い」）
→ 楽しみながら数や概念に触れる

ｂ 活動内容を理解し独力で参加できる活動が増える
・ 事前の援助（自由遊びの活用）
→ 「できない」「わからない」場面を少なく。達成感。

② クラス集団への支援

ｃ 同年齢の子どもと楽しみを共有できるようになる
・ 一緒になって最後まで集中して楽しむ
・ 「不思議と思うもの探し」（説明をあまり必要としない活動）
・ 紅白オセロ（ルールがわからなくても参加できる）
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試験・レポートについて

l 試験＝「問題番号1」
①子どもを理解する上で、保育者・教職者に必
要な「オープンマインド」、「傾聴」とはどのような
ものか説明しなさい。
→ p.4, 5 を中心に
②子どもの自己理解を深めるツールとして用い
ることのできる技法として、箱庭療法、20答法、
エゴグラムが挙げられるが、それぞれについて
概要を説明しなさい。
→ p.64〜
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試験・レポートについて

l レポート
設題１：昨今の社会環境・家庭環境の変化につ
いて説明し、それらが子どもに与える影響につ
いて考察せよ。また、その影響を踏まえて、保育
者としてどのように子どもに接し、働きかけを行
いたいか述べよ。

l P.9、p.12〜13（社会・家庭環境の変化）

l 生活・遊び（自由遊び・設定保育）

l 環境（物的環境・人的環境）
l 子どもの発達
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試験・レポートについて

l レポート
設題２：教育相談の目的及びカウンセリングにお
いて重要な姿勢や態度について説明せよ。また、
これらの姿勢や態度をどのように身に付け、子ど
もや保護者との関わり方にどのように活かしてい
きたいか、あなたの考えを述べよ。

l 教育相談とは（p.71）

l 教育相談で用いるカウンセリング技法（p.10）

l カウンセリング・マインド

l 自身の今後の取り組み（どのように身に付けるか）

l 自身の（将来の）姿（どう実践していきたいか）


